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事例 1 避難判断に寄与する簡易量水標のデザインや設置箇所等の検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
事例 2 注意喚起箇所に対する周知用看板の検討 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域治水（湖西での取組状況） 

石田川石田川3.5k3.5k
見やすさ、わかりやすさか

ら、赤白の量水標とし、天端

からの深さで表示 
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事例 3 避難勧告等の発令判断支援資料（案）の作成 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域治水（湖西での取組状況） 

重点地区の氾濫特性、避難判断

基準の概要 

浸水・被害発生要因 

対象重点地区周辺の

航空写真と指定避難

所の位置 

避難判断基準（案）を記載した避難判断フロー 
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事例 4 水害文化情報の検討 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

流域治水（湖西での取組状況） 

対象氾濫域における属地的な水害情報（水害に備え

る地域固有の文化や知恵）について、地元住民への

聞き取り調査を実施した結果を図面等に整理 
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「東日本大震災復興構想会議」および「中央防災会議」による提言・報告を受け、治水計画において以下を教訓とする。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災復興構想会議、中央防災会議による報告・提言 

 
□施設整備だけで災害を防御することは

できない 
 
□施設の能力を超える災害を「想定外」と

するのではなく、きちんと「想定」すること 
 
□災害を完全に封じ込めるのではなく、住

民避難など被害を最小化する「減災」の考

え方を基本とすること 

■東日本大震災での教訓

「減災」という考え方 

災害時の被害を最小化する「減災」の考え

方が重要である。たとえ被災したとしても人

命が失われないことを最重視し、また経済

的被害ができるだけ少なくなるような観点

から、災害に備えなければならない。 

（「復興への提言」より）

東日本大震災復興構想会議 

地震・津波の想定のあり方 

あらゆる可能性を考慮した最大クラスの

巨大な地震・津波を検討していくべきであ

る。 

今後の津波対策の考え方 

住民の避難を軸に、土地利用、避難施

設、防災施設の整備などのハード・ソフト

のとりうる手段を尽くした総合的な津波対

策の確立が急務である。 

（「中間とりまとめに伴う提言」より） 

中央防災会議
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【参考文献①】 復興への提言（東日本大震災復興構想会議） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
【参考文献②】 中間とりまとめに伴う提言（中央防災会議） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東日本大震災復興構想会議、中央防災会議による報告・提言 


